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白山火山直下の地震活動：2008年 9月の活動を中心に

Seismic activity beneath the Hakusan Volcano: Focusing on the activity on September
2008
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白山は現在の山頂部で約 3～4万年前から火山活動を始めた。1935年の小規模な噴気孔の出現を除けば、白山は 1659
年の噴火を最後に表面的には火山活動は起きていない。しかし、火山灰層序学的研究や歴史資料に記載された過去の活動
履歴から、白山は近い将来に火山活動を再開する可能性が指摘されている（守屋, 2000）。白山の山頂直下では地震活動
の発生域が海面下 0～1kmと浅く（高橋・ほか, 2003）、地震波トモグラフィーの解析からは海面下 10～14kmに顕著な
低速度かつ高 VP/VS領域が存在すること（高橋・ほか, 2004）が報告されている。白山では 2005年に 4度の群発的な地
震活動があり、Mj4.5の観測史上最大規模の地震が発生した。それ以降、白山直下の地震活動は比較的静穏であったが、
2008年 9月に 2005年以来となるMj2.4の地震が発生し、山頂に近い室堂や南竜では有感であった。本研究では 2008年
9月の地震活動を中心に最近の白山の地震活動について報告する。
　金沢大学では 2008年 8月上旬～9月末にかけて白山山頂部の室堂および山麓に臨時地震観測点を設置している。室

堂の連続波形記録から目視によって白山近傍の地震を選び、臨時地震観測点の記録に大学、防災科研、気象庁、歪集中帯
合同観測の地震観測点の記録を加え、2008年 8月上旬～9月末の白山火山直下の地震の震源決定を行った。なお、速度
構造は竹内（1978）、マグニチュードの決定には渡辺の式（渡辺, 1971）を用いた。この時期の地震活動は 9月 6日と 7
日に集中しており、最大の地震はM2.6である。地震の多くは白山山頂（御前峰）の北西約 0.5～1.0kmの範囲に分布し、
震源の深さは概ね 1km以浅である。比較的規模の大きな 13個の地震について観測点を固定し、観測点補正値を用いた
震源決定を行った（Frohlich, 1979）。震源位置に大きな変化はないが、山頂直下で浅く、山頂から離れるにつて震源が深
くなる傾向が明瞭になった。また、規模の大きな 3つの地震について P波極性から発震機構解を求めたところ、東―西
から西北西―東南東を圧力軸とする横ずれ型の解が得られた。2008年 9月の地震活動は 2005年 10月の群発的な地震活
動の領域で発生しており、その発震機構解はこの地域での構造性地震の発震機構解と同じである。また、火山性微動や
低周波地震の発生も無いことから、この地震活動はマグマ活動を示すものではないと考えられる。
　 2009年 1月には複数のM2以上の地震が白山山頂直下で発生しており、2005年以来の地震発生頻度を示している。

これらの地震活動についても合わせて報告する。
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